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７月　夏越の大祓い ８月　大山公園　はす刈り ９月　実りの庄内平野

10月　重いよぅ １１月　鳥海山麓の柿畑 １２月　福を呼ぶ大黒舞
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庄内農家の友庄内農家の友令和6年度
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庄内砂丘メロン研修大会2024庄内砂丘メロン研修大会2024庄内砂丘メロン研修大会2024
～ブランド価値の向上と高品質安定生産に向けて～～ブランド価値の向上と高品質安定生産に向けて～

主催：庄内砂丘メロン産地強化プロジェクト会議(0235－66－5519)

■日　時：令和６年２月７日（水）14:00～16:30まで
■会　場：三川町子育て交流施設テオトル多目的ホール（三川町押切新田字桜木8-1）

■申　込：1月26日（金）までお近くのJA園芸担当課にお申込みください。

【講演①】『庄内砂丘メロン産地への提言（仮題）』
東京荏原青果株式会社　参与　　樋口　裕 氏

【講演②】『茨城県におけるメロン栽培の取組（仮題）』
茨城県農業総合センター園芸研究所病虫研究室　室長　　小河原　孝司 氏

【報　告】「令和５年のメロン栽培について（仮題）」ほか
　　　　　  山形県庄内総合支庁産業経済部農業技術普及課　ほか

７
月
６
日
は『
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
』

夏
メ
ロ
ン
日
本
一

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
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1
は
じ
め
に

５
年
産
の
本
県
の
10
ア
ー
ル

当
た
り
の
収
穫
量（
子
実
用
）は

5
8
9
㌔
㌘（
前
年
5
9
4
㌔

㌘
）、
作
況
指
数
は
1
0
0（
同

99
）の
平
年
並
と
な
り
、
庄
内

地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
5
8
2
㌔
㌘

（
同
5
9
7
㌔
㌘
）、
99（
同
99
）

と
な
り
ま
し
た（
東
北
農
政
局
、

令
和
５
年
12
月
12
日
発
表
）。

ま
た
、
県
全
体
の
う
る
ち
玄

米
の
１
等
米
比
率（
農
林
水
産

省
、
令
和
５
年
10
月
31
日
現

在
）は
47
・
4
％
で
前
年
の
同

時
期
よ
り
48
・
1
ポ
イ
ン
ト
低

く
、
全
国
順
位
は
31
位
と
な
り

ま
し
た
。
検
査
数
量
が
1
0
0
0

0
㌧
以
上
の
主
な
品
種
で
は
、

「
雪
若
丸
」が
88
・
1
％
で
あ
っ

た
一
方
、「
つ
や
姫
」が
54
・
1

％
、「
は
え
ぬ
き
」が
37
・
2
％

と
品
質
低
下
が
顕
著
で
し
た
。

昨
年
を
振
り
返
り
、
今
年
の
稲

作
の
参
考
と
し
ま
し
ょ
う
。

す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
克

服
す
る
た
め
に
は
、
適
正
な
生

育
管
理（
特
に
初
期
生
育
の
確

保
）と
稲
体
活
力
の
維
持
向
上

が
重
要
で
す
。
そ
れ
ら
の
具
体

的
対
策
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

⑴
初
期
生
育
の
確
保

健
苗
育
成
と
適
正
な
植
え
込

み
本
数
の
確
保
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ワ
キ
対
策
に
つ
い

て
は
、
秋
耕
な
ど
の
稲
わ
ら
腐

熟
対
策
が
基
本
で
す
が
、
必
要

に
応
じ
た
浅
水
管
理
や
田
干
し

な
ど
移
植
後
の
こ
ま
め
な
水
管

理
で
土
壌
還
元
を
軽
減
し
、
茎

数
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑵
稲
体
活
力
の
維
持
向
上

土
づ
く
り（
堆
肥
や
ケ
イ
酸

資
材
の
投
入
）、
作
土
深
の
確

保
、
適
期
の
作
溝
・
中
干
し
、

出
穂
後
の
適
切
な
水
管
理（
間

断
潅
水
、
夜
間
落
水
、
飽
水
管

理
、
早
期
落
水
防
止
等
）な
ど

の
基
本
技
術
の
積
み
重
ね
が
稲

の
活
力
を
維
持
し
、
収
量
、
品

質
の
確
保
に
結
び
つ
き
ま
す
。

昨
年
の
管
理
内
容
を
見
直
し
、

一
つ
で
も
多
く
の
技
術
の
実
践

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

激
化
す
る
気
象
変
動
の
中
で
、

ぬ
き
」、「
雪
若
丸
」で
平
年
並
、

玄
米
千
粒
重
は
３
品
種
と
も
や

や
軽
く
な
り
ま
し
た
。
10
ア
ー

ル
当
た
り
精
玄
米
重
は「
は
え

ぬ
き
」が
5
9
2
㌔
㌘（
平
年
比

99
％
）、「
つ
や
姫
」が
5
8
0
㌔

㌘（
同
1
0
3
％
）、「
雪
若
丸
」

が
6
0
3
㌔
㌘（
同
1
0
7
％
）

で
平
年
並
〜
や
や
多
く
な
り
ま

し
た
。

⑵
玄
米
品
質
、
食
味

「
は
え
ぬ
き
」は
白
未
熟
粒

（
背
白
、
基
白
）が
多
く
、
整
粒

歩
合
が
大
幅
に
低
く
な
り
ま
し

た
。「
つ
や
姫
」、「
雪
若
丸
」の
整

粒
歩
合
は
平
年
並
〜
や
や
低
い

程
度
で
し
た
が
、「
つ
や
姫
」で

は
乳
心
白
、「
雪
若
丸
」で
は
背

白
の
未
熟
粒
が
例
年
よ
り
も
多

く
、
総
じ
て
品
質
は
低
下
し
ま

し
た
。
ま
た
、
玄
米
粗
タ
ン
パ

ク
質
含
有
率
は
３
品
種
と
も
平

年
よ
り
高
く
な
り
ま
し
た
。

4
今
年
の
栽
培
に
向
け
て

昨
年
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
の

な
い
登
熟
期
の
高
温
に
よ
る
高

温
登
熟
で
の
品
質
低
下
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
気
象

変
動
に
よ
り
作
柄
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

2
庄
内
地
域
の
水
稲
生
育

と
気
象
の
特
徴

⑴
育
苗
期（
播
種
〜
移
植
期
）

４
月
中
旬
の
降
水
量
が
平
年

よ
り
少
な
く
、
耕
起
作
業
が
平

年
よ
り
も
早
く
進
み
、
耕
起
後

に
土
壌
が
乾
燥
し
た
た
め
当
所

生
育
診
断
圃
の
乾
土
効
果
は

〝
大
〞と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
育

苗
期
間
中
は
低
温
で
経
過
し
、

「
は
え
ぬ
き
」は
苗
丈
が
短
く
、

「
つ
や
姫
」で
充
実
度
が
低
い
な

ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、

お
お
む
ね
平
年
並
の
苗
質
と
な

り
ま
し
た
。

⑵
活
着
期
〜
分
げ
つ
期

５
月
10
日
移
植
の
当
所
の
生

育
診
断
圃
で
は
、
移
植
後
の
高

温
に
よ
り
活
着
は
良
好
で
し
た

が
、
５
月
下
旬
の
低
温
少
照
で

生
育
が
停
滞
し
、
６
月
９
日
時

点
で
は
茎
数
、
葉
数
が
少
な
く
、

草
丈
が
長
い
状
況
で
し
た
。
そ

の
後
急
激
に
生
育
が
持
ち
直
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
産
地
間
競
争

を
勝
ち
抜
く
高
品
質
良
食
味
米

の
安
定
生
産
に
対
す
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
年
も

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
産
地
と

し
て
魅
力
的
な
米
の
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

山形県農業総合研究センター
水田農業研究所

安　藤　　正

６
月
19
日
時
点
で
茎
数
が
指
標

を
上
回
っ
た
た
め
、
同
日
中
干

し
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑶
幼
穂
形
成
期
〜
穂
孕
期

高
温
に
よ
り
幼
穂
形
成
期
は

早
ま
り
、「
は
え
ぬ
き
」で
７
月

６
日
に
幼
形
期
追
肥
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
の
気
温
も
高
温

で
経
過
し
ま
し
た
。

⑷
出
穂
・
開
花
期

当
所
の
出
穂
期
は「
は
え
ぬ

き
」が
７
月
29
日（
平
年
差
–
４

日
）、「
雪
若
丸
」が
７
月
31
日

（
同
–
２
日
）、「
つ
や
姫
」が
８

月
６
日（
同
–
３
日
）で
、
過
去

最
も
早
い
出
穂
と
な
り
ま
し
た
。

穂
揃
期
の
生
育
は
、
稈
長
は
平

年
並
〜
や
や
長
く
、
穂
数
、
１

穂
籾
数
及
び
㎡
当
た
り
籾
数
は

平
年
並
〜
や
や
多
く
な
り
ま
し

た
。
穂
揃
期
の
止
葉
葉
色
は
３

品
種
と
も
平
年
並
で
し
た
。

⑸
登
熟
期

出
穂
期
以
降
高
温
多
照
に
加

え
、
降
雨
が
少
な
く
乾
燥
状
態

が
続
き
ま
し
た
。
登
熟
は
急
速

に
進
み
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
７
〜
12
日
早
く
、
登
熟
日
数

は
４
〜
10
日
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
登
熟
歩
合
は
３
品
種

と
も
平
年
並
で
収
量
は
確
保
さ

れ
た
も
の
の
、
品
質
の
低
下
が

問
題
と
な
り
ま
し
た
。

3
収
量
、
品
質
、
食
味
の

概
況

⑴
収
量

収
量
構
成
要
素
に
つ
い
て
、

㎡
当
た
り
穂
数
は「
雪
若
丸
」で

や
や
多
く「
は
え
ぬ
き
」、「
つ
や

姫
」で
平
年
並
、
１
穂
籾
数
は

３
品
種
と
も
平
年
並
、
㎡
当
た

り
籾
数
は「
雪
若
丸
」で
や
や
多

く「
は
え
ぬ
き
」、「
つ
や
姫
」で

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
精
玄

米
粒
数
歩
合
は
、「
つ
や
姫
」で

平
年
に
比
べ
や
や
高
く
、「
は
え

令和５年の稲作を振り返って
～気象変動を乗り越える稲作のために～
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表１. 水稲生育診断圃の成績
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͸
͑
͵
͖

令和５年 7.29 9.04 72 531 12.8 60.9 324 86.6 5.4 592 36 21.1 65.3 7.6

ྩ࿨̐ ೥ 7�30� 9�12� 72� 512� 12�5� 62�3� 319� 83�4� 4�6� 601� 47� 22�7� 82�3� 7�4�

ฏɹ೥ 8�02� 9�12� 69� 536� 12�3� 59�4� 318� 87�0� 3�5� 601� 43� 22�1� 77�5� 7�3�

平年差･比 -4 -8 105 99 +0.5 103 102 -0.4 +1.9 99 83 96 -12.2 +0.3

ͭ
΍
ඣ

令和５年 8.06 9.11 73 481 13.0 67.9 327 83.3 7.9 580 40 21.3 74.6 7.5 

ྩ࿨̐ ೥ 8�07� 9�22� 76� 456� 1�7� 70�5� 323� 80�8� 4�6� 565� 65� 22�7� 80�1� 7�4�

ฏɹ೥ 8�09� 9�23� 73� 492� 12�8� 65�4� 322� 79�8� 5�0� 561� 62� 22�2� 79�0� 7�0�

平年差･比 -3 -12 101 98 +0.2 104 102 +3.5 +2.9 103 64 96 -4.4 +0.5

ઇ
ए
ؙ

令和５年 0.31 9.06 68 557 12.9 52.0 290 91.2 4.4 603 31 22.8 78.6 7.7 

ྩ࿨̐ ೥ 7�31� 9�13� 68� 459� 12�9� 55�9� 259� 90�4� 3�9� 552� 19� 25�2� 83�1� 7�2�

ฏɹ೥ 8�02� 9�13� 65� 529� 12�6� 51�2� 271� 89�4� 3�7� 565� 22� 24�2� 81�0� 7�2�

平年差･比 -2 -7 105 105 +0.3 101 107 +1.8 +0.7 107 142 94 -2.4 +0.6
※）平年値：過去７年の平均値。　精玄米重及び千粒重：1.9mm以上。　整粒歩合：目視による重量％、玄米粗タンパク質含有率：ケルダール法による分析値

山形県農業総合研究センター 水田農業研究所

登熟後期 登熟終期 刈取り

令和5年度(2023)水稲作柄要因図

浸種 育苗期 活着期 分げつ初期 分げつ中期 分げつ後期 幼穂形成期 穂孕期

（
は
え
ぬ
き
）

生
育
の
特
徴

出穂開花期 登熟前期 登熟中期

0

20

40

60

80

0

10

20

30

少照

少照

日照時間（h）

平均気温（℃）

細線は平年値

太線は実測値

灰色は実測値

細線は平年値

４月 ５月 ６月 １０月９月８月７月

出穂後20日間の平均気温
はえぬき：28.6℃（平年差＋2.6℃）

出穂後20日間の日照時間
はえぬき：187hr（平年比117％）

高温
6/9(-3日)
梅雨入り

超高温登熟
（多照条件）

稲体消耗
：大きい

登熟：進度早い

（暦日で5日程度）

低温

高温

多照

高温
高温

少照

多照

7/22(-2日)
梅雨明け

わら重：多い（111%）

有効茎歩合
：やや低い（-3.8%）

乾土効果：大きい

耕起作業：やや早い

※連続無降雨日数(7日)
土壌アンモニア

態窒素：多い

窒素吸収量：

多い

苗充実度：やや高い

（平年比105%）
活着

良好

田ワキ少ない 生育回復 高温で生育早い

乾物：:やや多い
稲体窒素濃度：並

生育停滞気味

出穂：早い

稈長：やや長い

穂数：並

一穂籾数：並

葉色：並

不稔歩合：高い

㎡籾数：並

成熟：早い

登熟歩合：並

くず米：少ない

千粒重：やや小

白未熟粒：多い

品質：低い

タンパク：高い

収量：並

低温

地温上昇効果：大きい

継続的なフェーン現象

令和５年度（2023）作柄要因図
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出荷量（ｔ）

当
Ｊ
Ａ
は
管
内
が
庄
内
砂
丘

の
一
角
に
位
置
し
て
お
り
、
管

内
の
園
芸
圃
場
は
全
て
砂
地
で

す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
を
中
心
と
し

た
経
営
が
進
ん
だ
事
に
よ
り
、

露
地
作
物
の
減
少
が
加
速
し
た

た
め
、
露
地
の
耕
作
放
棄
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

長
年
、
有
望
な
露
地
品
目
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
管

内
の
農
家
に
は
忙
し
く
な
い
時

期
が
無
い
た
め
、
新
た
な
品
目

を
導
入
し
て
も
な
か
な
か
定
着

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
庄
内
産
地
研

究
室
で
試
験
を
し
て
い
た
里
芋

の
マ
ル
チ
栽
培
が
、
収
穫
ま
で

の
中
間
管
理
が
少
な
く
、
省
力

で
導
入
し
や
す
い
と
の
情
報
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
理

事
だ
っ
た
方
が
柿
の
木
を
20
ａ

伐
採
し
て
、
栽
培
に
使
用
す
る

機
械
を
導
入
し
里
芋
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
庄
内
産
地
研
究
室

や
農
協
を
代
表
す
る
生
産
者
の

圃
場
な
ど
、
見
に
行
け
る
優
良

事
例
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
で
、

初
心
者
が
取
り
組
み
や
す
い
環

境
が
整
い
ま
し
た
。
更
に
生
産

量
を
増
や
す
た
め
に
、
営
農
指

導
員
と
経
験
豊
富
な
農
家
で
連

携
し
新
規
作
付
け
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。
重
要
な
作
業
時

期
に
は
現
地
巡
回
指
導
や
、
栽

培
講
習
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

砂丘の里芋栽培で
遊休農地を活用する

表１.作業受託面積（a）

表２. 里芋の栽培状況

表３. 里芋の出荷量（t）

土　井　ひろみJAそでうら　営農販売部営農企画係

機
械
を
導
入
し
た
い
農
家
に

は
、
山
形
県
や
酒
田
市
の
補
助

事
業
を
活
用
し
導
入
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
事
組
合

法
人
そ
で
う
ら
フ
ァ
ー
ム
の
協

力
で
マ
ル
チ
ャ
ー
と
掘
取
り
機

を
導
入（
県
の
事
業
を
活
用
）し
、

さ
ら
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
雇
用

し
て
、
こ
れ
ら
の
機
械
作
業
を

請
け
負
い
ま
し
た
。
機
械
導
入

と
い
う
初
期
投
資
の
リ
ス
ク
を

少
な
く
す
る
こ
と
で
、
初
め
て

作
付
け
す
る
方
が
取
り
組
み
や

す
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
作

付
け
誘
導
を
行
い
、
面
積
拡
大

が
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
始
め

は
生
産
者
１
名
、
作
付
面
積
５

ａ
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

令
和
５
年
度
は
30
名
、
4
4
8

ａ
ま
で
作
付
け
が
拡
大
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
今
も
継
続
し
て
い
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
作
業
受

託
は
、
機
械
を
導
入
し
て
自
立

さ
れ
る
方
が
増
え
た
た
め
、
受

託
面
積
が
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
も
新
規
で
作
付
け
す
る
方
の

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

管
内
で
は
ベ
テ
ラ
ン
農
業
者

か
ら
後
継
者
ま
で
、
色
々
な
方

が
里
芋
と
い
う
新
規
品
目
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
圃
場
の
行
き

来
や
情
報
交
換
が
よ
り
活
発
に

な
り
ま
し
た
。
生
育
期
に
は
、

お
互
い
の
里
芋
の
草
丈
を
見
比

べ
、
掘
り
取
り
時
期
に
は
出
来

映
え
を
比
べ
合
う
な
ど
競
争
意

識
が
生
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
出
荷
先
か
ら
、
砂
丘

地
の
里
芋
は「
皮
が
白
く
外
観

が
美
し
い
」事
や
、「
食
味
が
良

い
」と
の
評
価
を
受
け
、
現
在

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
ま

す
。当

Ｊ
Ａ
の
組
合
長
が
名
付
け

た「
元
禄
」を
令
和
３
年
に「
荘

内
元
禄
」と
い
う
名
称
に
変
更

し
て
、
Ｊ
Ａ
そ
で
う
ら
が
商
標

登
録
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
栽
培
開
始
か
ら
８
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
生
産
者
と
の

話
し
合
い
で
今
年
度
、
出
荷
段

ボ
ー
ル
の
変
更
、
出
荷
規
格
の

見
直
し
を
す
る
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
取
組
内
容
が
安
定
し
て
お
ら

ず
産
地
化
の
途
中
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
乾
腐
病
な
ど
の
発
生

も
あ
り
、
連
作
障
害
対
策
や
新

し
い
農
地
の
確
保
、
輪
作
の
為

に
、
里
芋
を
作
付
し
な
い
年
の

圃
場
の
活
用
法
な
ど
新
た
な
課

題
も
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
現

在
の
状
況
に
満
足
せ
ず
、
管
内

の
農
家
と
共
に
常
に
改
善
を
続

け
、
出
荷
先
に
信
頼
さ
れ
る
産

地
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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－令和 6年 1月号－－令和 6年 1月号－

⑶
地
域
の
新
規
就
農
者
育
成
の

取
組
み

治
夫
氏
は
こ
れ
ま
で
、
県
指

導
農
業
士
・
酒
田
市
農
業
委
員

と
し
て
、
地
元
小
中
学
生
の
職

場
体
験
や
県
立
農
林
大
学
校
生

の
研
修
受
入
れ
、
就
農
を
希
望

す
る
山
形
大
学
農
学
部
生
へ
の

指
導
、
地
域
の
新
規
就
農
者
へ

の
技
術
指
導
や
経
営
指
導
等
を

通
じ
、
多
く
の
新
規
就
農
者
の

育
成
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

1
農
地
の
集
積
・
連
担
化

等
に
よ
り
次
代
へ
継
承
で

き
る
経
営
を
実
現

土
田
治
夫
氏
は
、
水
稲
と
に

ん
に
く
を
栽
培
し
、
山
形
県
指

導
農
業
士
・
酒
田
市
農
業
委

員
・
庄
内
み
ど
り
農
協
園
芸
部

会
長
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
、

地
域
へ
の
貢
献
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域

の
農
家
と
の
信
頼
構
築
に
努
め

な
が
ら
水
田
経
営
面
積
を
拡
大

し
、
地
域
内
数
ヶ
所
に
農
地
の

連
担
化
を
図
り
、
後
継
者
に
継

承
で
き
る
経
営
を
実
現
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
妻
の
民
子
氏

特
に
、
令
和
元
年
に
平
田
地
区

で
稲
作
経
営
を
始
め
た
い
と
い

う
新
規
参
入
者
に
対
し
て
は
、

農
地
を
斡
旋
し
、
農
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
指
導
し
た
結
果
、

こ
の
新
規
参
入
者
は
水
田
経
営

面
積
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

⑷
食
育
活
動
と
社
会
貢
献
の
取

組
み治

夫
氏
は
30
年
間
、
酒
田
市

立
南
平
田
小
学
校
の
田
植
え
・

稲
刈
り
体
験
を
指
導
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
1
3
0
0
人

以
上
の
児
童
が
体
験
を
行
い
、

児
童
た
ち
の
食
に
対
す
る
考
え

方
も
変
わ
っ
て
き
た
と
言
い
ま

す
。
31
年
目
に
な
る
昨
年
か
ら

は
、
体
験
指
導
を
息
子
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
平
田
町
で
は
、
平

成
15
年
か
ら
世
田
谷
区
の
中
高

一
貫
高
の
中
学
２
年
生
2
0
0

写真１. 山形県ベストアグリ賞授与式（１２月８日）

写真２. 土田農場だより

写真３. 山形大学農学部生への就農指導

写真４. 酒田市立南平田小学校の田植え体験

な
水
田
の
管
理
を
心
掛
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の

水
田
経
営
面
積
は
平
成
22
年
に

比
較
し
て
約
２
倍
に
拡
大
し
ま

し
た
。
ま
た
、
農
地
の
連
担
化

が
進
む
よ
う
、
自
分
が
借
地
し

た
水
田
を
場
合
に
よ
っ
て
は
そ

の
水
田
に
近
い
担
い
手
農
業
者

に
紹
介
す
る
等
し
て
、
水
田
の

集
約
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

⑵
米
の
直
接
販
売
に
よ
り
安
定

し
た
経
営
を
実
現

食
糧
管
理
法
が
改
正
さ
れ
た

平
成
３
年
か
ら
米
の
直
接
販
売

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
宅
配
米
が
ブ
ー
ム
に
な

る
中
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
顧
客
満
足
度
を
重

視
し
、
平
成
15
年
か
ら
毎
月
欠

か
さ
ず「
土
田
農
場
だ
よ
り
」を

作
成
し
、
地
域
と
季
節
の
情
報

を
米
と
一
緒
に
届
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
努
力
の
結
果
、
米
の
直

接
販
売
を
行
う
顧
客
数
が
増
加

し
、
現
在
は
米
穀
業
者
４
社
・

中
食
・
外
食
産
業
に
も
米
を
販

売
す
る
よ
う
に
な
り
、
米
の
価

格
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
有
利

販
売
が
定
着
し
ま
し
た
。

は
、
経
理
や
雇
用
し
て
い
る
方

の
労
務
管
理
、
農
産
物
の
在
庫

管
理
等
を
担
当
し
、
夫
婦
で
協

力
し
て
経
営
を
発
展
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
山
形
県
ベ
ス
ト

ア
グ
リ
賞
を
受
賞
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

2
特
色
あ
る
活
動

⑴
地
域
と
の
信
頼
構
築
で
水
田

経
営
面
積
を
拡
大

治
夫
氏
は
、
地
権
者
が
安
心

し
て
委
託
で
き
る
よ
う
、
丁
寧

～土田治夫・民子夫妻（酒田市飛鳥）が
　　　　　　山形県ベストアグリ賞を受賞～

名
を
３
泊
４
日
で
受
け
入
れ
、

農
業
・
農
村
を
体
験
し
て
も
ら

う
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
酒

田
市
と
の
合
併
後
も
継
続
さ
れ
、

現
在
は「
酒
田
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
」と
い
う
名
称
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
治
夫
氏
は
、
事
業

開
始
当
初
か
ら
毎
年
こ
の
生
徒

を
受
け
入
れ
、
平
成
29
年
か
ら

は
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
の
実

行
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
ホ
テ
ル
へ
の
宿
泊
と

な
り
ま
し
た
が
、
以
前
は
農
家

に
民
泊
し
て
お
り
、
３
泊
４
日

を
我
が
子
の
よ
う
に
接
す
る
と
、

お
別
れ
の
時
に
泣
き
だ
す
子
も

い
ま
し
た
。
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
た
子
供
達
は
、
農
業

の
良
き
理
解
者
・
応
援
団
に
な

っ
て
く
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

3
今
後
の
発
展
方
向

治
夫
氏
は
、
60
歳
を
前
に
親

子
間
の
経
営
継
承
に
つ
い
て
考

え
始
め
、
令
和
２
〜
５
年
に
か

け
て
３
回
、
県
農
業
経
営
・
就

農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
派

遣
事
業
を
活
用
し
、
中
小
企
業

診
断
士
か
ら
親
子
で
指
導
を
受

け
、
事
業
継
承
計
画
を
作
成
し

て
き
ま
し
た
。

事
業
継
承
計
画
で
は
、
令
和

７
年
に
経
営
継
承
を
行
い
、
水

田
経
営
面
積
を
さ
ら
拡
大
し
、

法
人
化
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
経
営
継

承
ま
で
の
２
年
間
で
、
継
承
後

も
経
営
が
持
続
的
に
発
展
で
き

る
よ
う
、
後
継
者
に
技
術
・
財

産
・
情
報
・
顧
客
・
人
と
の
繋

が
り
等
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域への貢献と信頼構築で
水田経営面積を拡大

佐　藤　眞　一山形県庄内総合支庁　酒田農業技術普及課
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